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Select シリーズと The 探究シリーズでは，扱っている問題の難易度や内容だけではなく， 

構成も異なっています。 

 

難易度イメージ 

 

 

 
   

Select シリーズ The 探究シリーズ 

Select シリーズは，授業での“カスタマイズ 性”を重視しています。 

The 探究シリーズは，授業での“探究的な学び”を重視しています。 

Readiness Check 

その章で必要な既習事項が定着しているかを 

確認できる問題を教科書紙面で丁寧に扱って 

います。 

 

▲数学ⅠSelect p.126 

項のはじめ 

生徒に理解しやすい具体的な例を扱い，授業が 

スムーズに進められるようにしています。 

 

 

 

 

 

▲数学 A Select p.18 

 

QR コンテンツとして簡潔に扱っています。 

 

 

 

 

SetUp 

生徒が「おやっ⁉」と思う問題や状況を扱い， 

探究的な学びが始まるきっかけをつくります。 

 

 

 

 

 

▲数学 A The 探究 p.28  

『Select シリーズ』と『The 探究シリーズ』 

内容比較（対照表） 

 

内容解説資料 この資料は，一般社団法人教科書協会の定める「教科書発行者行動規範」に則っております。 

The探究 (SetUp・考察) 
(QR) 

※難易度の違いは 3 ページ以降 

具体的な違い～構成～ 
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例・例題 

生徒がつまずかないよう，丁寧な記述， 

適度なレベルの例や例題を扱っています。 

 
▲数学Ⅰ Select p.81   

 

 

▲数学 A Select p.49   

考察 

生徒どうしで学び合い，深め合える箇所に， 

探究課題を設けています。 

 
▲数学ⅠThe 探究 p.83   

 

 

▲数学 A The 探究 p.62   

章扉・章末 

MATH CONNECT 

日常と数学とのつながりを知ることができます。

章扉で問題提起をし，章末で解決する構成です。 

＜章扉＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜章末＞ 

 
▲数学Ⅰ Select p.162  

Introduction＜章導入＞ 

新しい学習のきっかけとなる問題や状況を扱って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Investigation＜章末＞ 

章で学習したことをさらに深く探究することが 

できる課題を設けています。 

 

▲数学Ⅰ The 探究 p.174  

▲数学ⅠThe 探究 p.132, 133 

具体的な違い

～構成～ 
 

▲数学ⅠSelect p.125 

The 探究シリーズ Select シリーズ 
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Select シリーズ The 探究シリーズ 

式の値 

Challenge 例題として扱い，「考え方」や側注を

設け，問題に取り組みやすくしています。 

 
▲数学ⅠSelect p.36  

 

通常の例題として扱っています。 

 

 

▲数学ⅠThe 探究 p.35  

整数部分・小数部分 

章末 Level Up の問題として扱っています。 

 

 

▲数学ⅠSelect p.49 

 

Challenge 例題として扱っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲数学ⅠThe 探究 p.36  

放物線の位置が変化するときの最大・最小 

章末 Level Up の問題として扱い，場合分けの

観点を明示した問いかけをしています。 

 

 

 

▲数学ⅠSelect p.123  

 

Challenge 例題として扱っています。 

 

 

 

 

▲数学ⅠThe 探究 p.101  

具体的な違い～難易度～ 
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余弦定理 

余弦定理をはじめに示し，その証明を通して

理解を深めます。証明では，𝐴， 𝐵がともに

鋭角である場合のみを扱い，「Think」で 𝐴が

直角の場合を考えさせています。 

 

▲数学ⅠSelect p.150  

 

具体的な値からはじめ，探究的な学びを通して 

余弦定理につなげます。その際，𝐴 や 𝐵が鈍角の

場合についても扱い，「補助発問」で 𝐴 が直角の

場合を考えさせています。 

 

 

 

 
▲数学ⅠThe 探究 p.160, 161  

 

The 探究シリーズ Select シリーズ 


